
 

令和６年度シラバス（数学）     学番46 新潟県立吉田高等学校  

教科(科目) 数 学（ 数 学 Ⅰ ） 単位数 ４単位 学年(コース) 1学年（ 必 修 ） 

使用教科書 最新 数学Ⅰ（数研出版） 

副教材等 パラレルノート 数学 Ⅰ＋A（数研出版） 

  

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

 
 

グラデュエーション・ポリシー 
 
 

卒業までに次の資質・能力を育成します。 
① 自己を知り、他者を尊重する思いやりの心を育成します。 
② 自らの進路目標を持ち、その実現に向けて努力する姿勢を育成します。 
③ 自己の住む地域を知り、地域に貢献し、リーダーとなり得る能力を育成します。 
④ 自ら学び、自ら考え判断し行動できる力を育成します。 

カリキュラム・ポリシー 

資質・能力を育成するために、次のような教育活動を行います。 
① 人権教育、同和教育を計画的に、教科横断的に実施するとともに、日頃からグルー 
プ学習などで生徒同士の関わりを大切にします。 
② 多様な進路希望を実現するため、基礎学力の定着やキャリア教育の充実を図り、生 
徒が主体的に学ぶ進路学習に取り組みます。 
③ 地域と連携しながら、ひと・文化・産業などについて深く学び、他者と協働し発展 
的な思考を育てる活動を行います。 
④ 「わかる授業」の実践に努め、生徒の学習意欲向上と主体的・対話的で深い学びの 
実践活動を行います。 

 

 

２ 学習目標         
数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成する。  

(1)基礎的な計算力の徹底を図りながら、習得した知識やそれを表現・処理したりする技能を身に付けることを目指す。 
(2)数学的な思考力・判断力を育むために、言葉や数、式や図などを適切に用いて問題を解決したり、自分の考えを表現す
ることを目指す。  
(3)数学的な見方や考え方のよさを認識し、数学を活用しようとする態度や粘り強く考える態度を養う。 
 

 

 

３ 指導の重点                  

進学・就職等希望進路が多岐にわたっていることから、 
①基礎的な知識や技能の定着を目指す。繰り返し練習することにより、基礎・基本事項を理解できる力を育てる。 
②問題を解決するための手順や計算を理解させ、簡潔・明瞭・的確に表現する力を育てる。 
③具体的な事象を取り扱う機会を与え、粘り強く課題に取り組み、数学に興味を持つような態度を養う。積極的に他者と
関わり、コミュニケーション力を身に付けることができるようにする。 
 

 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・数学における基本的な概念や原理・法
則を体系的に理解している。 
・事象を数学化したり、数学的に解釈し
たり、数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けている。 

・数学を活用して事象を論理的に考察
する力、事象の本質や他の事象との関
係を認識し統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を身に付けて
いる。 

・数学のよさを認識し積極的に数学を
活用しようとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づいて判断したりしよう
としている。 
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善しようとしてい
る。 
 

 

 

 



５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評 
 

価 
 

方 
 

法 

以上の観点を踏まえ、 
 
・ペーパーテストの分析 
 
 
 
 

から評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
 
・ペーパーテストの分析 
 
 
 
 
から評価します。 

以上の観点を踏まえ、 
 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への取組 
の観察 

・振り返りシートの分析 
 
から評価します。 

各観点を 
「Ａ：十分評価できる」、「Ｂ：おおむね評価できる」、「Ｃ：努力を要する」 
で評価します。 

 

 

 

６ 学習計画                              

月 単元名 学習活動(指導内容) 時間 評価方法 

4 
 
 
 

第1章  
数と式 
 

春課題(中学校の内容)の復習  
1 

・課題などの提出状況 
 

式の見方を豊かにするとともに、整式の加法・減法・乗法、
および因数分解について理解を深め、公式などを利用して
式の展開や因数分解を能率よく計算できるようにする。 

 
11 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

5  
7 

1学期中間考査  
1 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
 

数を実数まで拡張することの意義を理解し、実数の概念や
平方根を含む計算の基本的な考え方について理解できるよ
うにする。 

 
8 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

6 不等式とその解の意味を理解し、1 次不等式の解法に習熟
し、大小に関する身近な問題の解決に活用できるようにす
る。 

 
8 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

7 第2章  
集合と命題 
 
 
 
 
 

図や表などを用いて、集合の包含関係など集合に関する基
本的な事項を具体的な事象に基づいて理解できるようにす
る。 

 
3 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

1学期期末考査  
1 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
 

集合の包含関係と関連付けて、必要条件、十分条件、対偶、
背理法などを学習し、論理的な思考力を身につけられるよ
うにする。 

 
8 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 



8 第3章  
2次関数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第3章  
2次関数 
 
 
 
 
 
 

夏課題の復習  
1 

・課題などの提出状況 
 

関数とそのグラフについて理解を深め、2 次関数のグラフ
の概形を平行移動の考え方を利用して描けるようにする。 

 
3 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

9 2 次関数の最大・最小について理解を深め、最大値や最小
値を求める具体的な問題の解決に活用できるようにする。 

 
12 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

10 与えられた放物線のグラフや条件から、その2次関数を定
められるようにする。 

 
3 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

2学期中間考査  
1 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
 

2次関数のグラフやｘ軸との位置関係を利用して、2次方程
式や2次不等式の解を求められるようにする。 
 
 
 
 

 
8 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

11 第4章 
図形と計量 

三角比（正弦・余弦・正接）の概念を導入し、鈍角までの
三角比の相互関係について理解を深め、直角三角形に着目
し、辺の長さに関する問題の解決に活用できるようにする。 
 
 
 
 

 
12 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 12  

3 
2学期期末考査  

1 
・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
 

正弦定理、余弦定理や三角形の面積の公式について学習し、
平面や空間における図形の辺の長さや角の大きさおよび面
積などを求められるようにする。 
 
 
 

 
8 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

1 冬課題の復習  
1 

・課題などの提出状況 
 

正弦定理、余弦定理や三角形の面積の公式について学習し、
平面や空間における図形の辺の長さや角の大きさおよび面
積などを求められるようにする。 
 

 
11 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

2 第5章  
データの分析 
 
 
 
 
 
 

統計の用語の意味やその扱いについて理解できるようにす
る。 
 

 
7 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

学年末考査  
1 

・ペーパーテストの分析 
・課題などの提出状況 
 



目的に応じてデータを収集・整理し、分散や標準偏差など
に着目し、データの傾向を的確に把握することができるよ
うにする。 
散布図及び相関係数の意味を理解し、それらを利用してデ
ータの相関を的確にとらえ説明できるようにする。 

 
4 

・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 

3 課題学習 安く買える本数を考えよう。 
【数と式】 
 
優勝する条件を考えよう。 
【集合と命題】等 
 

 
4 

・課題などの提出状況 
・授業中の発言、発表への
取組の観察 

・振り返りシートの分析 
 

                                     計128時間（55分授業） 
    

 

７ 課題･提出物等 
・授業内容の定着を図るため、定期的に課題が課されます。与えられた課題は、期限を守って提出します。 
・考査の直前にも、繰り返し定着を図るための課題が課されます。与えられた課題は、期限を守って提出します。 
・長期休業中の課題は別途指示があります。各学期の最初には、課題考査を行います。 
 

 

８ 担当者からの一言 

数学は今まで学習してきた事を土台にして、新しい内容を積み重ねていく学問です。したがって、基本となる学習内容が
定着していないと、新しい内容が積み重ねられません。学校においても、家庭においても、より多くの問題を演習するこ
とによって理解が深まります。日々の学習を積極的にこなしてもらいたいと思います。 

 

 


